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２
０
２
５
年
度
以
降
に
具
体

的
な
協
議
に
入
る

Ｑ 

美
浜
町
と
の
２
町
協
議
の

進
捗
状
況
は
。

Ａ 

町
長 

美
浜
町
と
本
町
と

で
広
域
化
に
向
け
て
、
調
査

研
究
を
進
め
る
合
意
が
さ
れ
、

２
０
１
５
年
度
よ
り
調
査
・
研

究
を
進
め
て
き
た
。
２
０
２
５

年
度
以
降
に
２
町
の
広
域
化
に

よ
る
建
設
・
運
用
が
望
ま
し
い

と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
計
画
さ
れ
て

い
な
い
。

読
み
や
す
い
、
わ
か
り
や
す
い

広
報
を
念
頭
に
置
い
て
い
る

Ｑ 

情
報
社
会
に
対
応
し
た
広

報
の
あ
り
方
は
。

Ａ 

企
画
部
長 

「
読
み
や
す
い

広
報
、
わ
か
り
や
す
い
広
報
」

を
念
頭
に
、
読
み
手
の
立
場
に

立
っ
て
書
く
。
写
真
を
使
い
、

目
で
楽
し
め
る
広
報
に
気
を
配

り
な
が
ら
、
紙
面
の
構
成
を

行
っ
て
い
る
。

防
災
関
連
記
事
掲
載
に
向
け

て
協
議

Ｑ 

防
災
専
門
官
の
知
識
を
活

用
し
て
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

防
災
に
つ
い
て

専
門
的
観
点
か
ら
防
災
専
門
官

の
知
識
を
お
借
り
し
て
、
掲
載

に
向
け
て
協
議
し
て
い
く
。

　

今
年
に
入
り
役
所
や
公
共
施

設
で
の
刃
物
を
使
っ
て
の
凶
悪

な
犯
罪
が
続
け
て
起
こ
り
、
大

き
く
報
道
さ
れ
た
。

　

本
町
で
は
本
庁
舎
を
は
じ
め
、

各
小
中
学
校
、
保
育
園
を
含
め

多
く
の
公
共
施
設
を
運
営
・
管

理
を
し
て
い
る
。
各
施
設
と
も

町
民
や
そ
れ
以
外
の
方
々
も
利

用
し
、
当
然
職
員
も
勤
務
を
し

て
い
る
。

　

性
善
説
で
臨
み
た
い
と
こ
ろ

で
は
あ
る
が
、
取
り
返
し
の
付

か
な
い
事
態
に
陥
り
、
被
害
者

が
出
て
か
ら
で
は
遅
い
。
そ
こ

で
以
下
質
問
を
す
る
。

不
審
者
に
対
す
る

訓
練
を
実
施
し
て
い
る

Ｑ 

万
が
一
に
備
え
、
研
修
や

訓
練
、
ま
た
対
策
な
ど
も
必
要

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

Ａ 

町
長 

不
審
者
が
現

れ
た
場
合
に
は
、
毅
然

と
し
た
態
度
を
と
り
、

職
員
自
ら
の
命
な
ら
び

に
、
お
客
様
の
命
を
守

る
行
動
が
最
優
先
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

管
理
職
は
警
察
署
主
催
の
研

修
を
受
講
し
て
お
り
、
研
修
内

容
を
報
告
す
る
こ
と
で
、
周
知

を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
保
育

園
で
は
年
に
一
回
不
審
者
に
対

す
る
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

指さ
す
ま
た叉
を
装
備
し
て
い
る

役
所
・
学
校
も
あ
る

Ｑ 

暴
力
的
犯
罪
行
為
を
抑
止

す
る
た
め
、
防
犯
カ
ラ
ー
ボ
ー

ル
な
ど
を
装
備
す
る
検
討
を
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ 
総
務
部
長 

暴
力
的
な
犯
罪

を
抑
止
す
る
よ
う
な
護
身
用
の

用
品
は
色
々
あ
り
、
指
叉
を
装

備
し
て
い
る
役
所
や
学
校
も
あ

る
。
護
身
用
品
に
つ
い
て
は
早

急
に
検
討
し
、
装
備
を
し
て
い

く
。

Ｑ.

Ｑ.

Ａ.

Ａ.

福本 貴久 議員

岩瀬 計介 議員

暴力的犯罪行為抑止の対策は

学校給食センター広域化について

護身用品を早急に装備する

2025年度以降に具体的な協議へ

個人質問町政を問う！

▲ 築43年を迎えた学校給食センター

▲ 防犯カラーボール
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他
地
域
で
起
き
た
大
災
害
の

教
訓
を
活
用
し
た
対
策

Ｑ 

現
在
想
定
さ
れ
て
い
る
大

地
震
の
規
模
、
被
害
予
測
は
。

Ａ 
総
務
部
長 

理
論
上
最
大
モ

デ
ル
で
震
度
７
。
地
震
発
生
か

ら
55
分
で
３
・
２
ｍ
の
津
波
。

全
倒
壊
数
７
３
０
０
棟
、
死
者

約
５
０
０
人
と
推
定
。

Ｑ 

災
害
対
応
の
た
め
の
関
係

機
関
と
の
連
携
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

区
の
自
主
防
災

会
と
の
連
絡
調
整
の
た
め
、
町

職
員
を
区
へ
派
遣
す
る
。
ま
た
、

消
防
・
消
防
団
お
よ
び
対
策
本

部
が
、
連
絡
を
密
に
相
互
応
援

体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

Ｑ 

要
配
慮
者
へ
の
支
援
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

避
難
行
動
要
支

援
者
の
同
意
を
得
た
う
え
、
支

援
が
必
要
な
方
の
名
簿
を
区
・

自
主
防
災
会
・
民
生
児
童
委

員
・
消
防
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

避
難
支
援
や
安
否
確
認
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
。

Ｑ 

避
難
所
の
良
好
な
生
活
環

境
確
保
へ
の
取
り
組
み
は
。

Ａ 

町
長 

非
常
食
・
飲
用
水
は

４
５
０
０
人
の
３
食
３
日
分
を

31
年
度
ま
で
に
備
蓄
予
定
。
そ

の
他
、
毛
布
・
仮
設
ト
イ
レ
・

紙
お
む
つ
・
生
理
用
品
な
ど
の

備
蓄
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

公
衆
無
線
L
A
N
の
整
備
を

今
年
度
進
め
て
い
る
。

Ｑ 

避
難
所
で
の
病
気
へ
の
対

応
は
。

Ａ 
防
災
交
通
課
長 

医
療
活
動

協
定
書
を
知
多
郡
医
師
会
、
武

豊
医
師
団
と
締
結
。
保
健
セ
ン

タ
ー
を
救
護
対
策
本
部
と
し
災

害
対
策
本
部
と
連
携
し
対
応
す

る
。

義
務
教
育
後
の
若
者
支
援
を

Ｑ 

若
者
支
援
に
は
、
相
談
・

居
場
所
・
就
労
体
験
・
就
労
支

援
と
段
階
に
応
じ
た
支
援
が
必

要
。
本
町
の
取
り
組
み
は
。

Ａ 

町
長 

本
町
で
は
、
平
成
25

年
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

「
居
場
所
づ
く
り
」
と「
相
談

窓
口
」
の
事
業
を
委
託
し
て

い
る
。
就
労
支
援
と
し
て
は
、

「
ち
た
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
あ
り
、
毎
月

１
回
、
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談
と
し

て
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
る
。

Ｑ 

臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
こ

こ
ち
ゃ
ん
サ
ポ
ー
ト
相
談
」
を

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
相
談
だ

け
で
な
く
、
幅
広
く
相
談
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ 

教
育
部
長 

今
後
、
相
談
区

分
に
つ
い
て
、
広
げ
た
内
容
で
、

広
報
な
ど
に
お
知
ら
せ
し
た
い
。

Ｑ 

「
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
制

度
」
の
対
象
を
、
18
歳
ま
で
延

長
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

Ａ 

教
育
長 

効
果
的
な
手
法

で
も
あ
り
、
同
じ
思
い
で
は
あ

る
が
、
義
務
教
育
課
内
の
事
業

で
あ
り
、
予
算
や
接
続
な
ど
難

し
い
。
現
状
苦
慮
し
て
い
る
。

Ｑ 

支
援
機
関
の
見
え
る
化
を

し
て
周
知
で
き
な
い
か
。

Ａ 

生
涯
学
習
課
長 

平
成
24
年

に
、
５
市
５
町
で
支
援
機
関

マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。
今
後
、

更
新
作
業
を
進
め
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
て
い
く
。

Ｑ 

各
部
署
が
連
携
で
き
る
よ

う
「
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域

協
議
会
」
を
設
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ 

企
画
部
長 

本
町
と
し
て
も

協
議
会
自
体
の
存
在
は
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
各
課
連
携
し

て
、
意
義
も
含
め
議
論
し
て
い

く
。

Ｑ.

Ｑ.

Ａ.

Ａ.

久野　勇 議員

甲斐百合子 議員

大地震に備えた安全対策とは

子ども・若者支援に部署の設置を

日頃の備えと関係機関の連携

現時点では考えていない

個人質問 町政を問う！

▲ 物資輸送訓練の様子
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目
標
達
成
に
は
一
層
の
努
力

が
必
要

Ｑ 

「
武
豊
町
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
」
の
取
り
組
み
結

果
と
評
価
は
。

Ａ 

町
長 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の

導
入
、
施
設
照
明
の
L
E
D
化
、

ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
を
し
た
が
、

猛
暑
・
気
候
変
動
や
施
設
の
新

設
に
よ
り
、
電
気
・
ガ
ス
の
使

用
量
が
増
加
、
な
お
一
層
の
削

減
努
力
が
必
要
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
協

力
を
お
願
い
し
て
い
る

Ｑ 

事
業
所
や
町
民
へ
の
啓
発
、

情
報
提
供
は
。

Ａ 

生
活
経
済
部
長 

事
業
所
に

要
請
は
、
行
っ
て
い
な
い
。

県
の
「
温
暖
化
防
止
戦

略
」
で
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
抑
制
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

　

町
民
に
は
、
ご
み
の
分

別
収
集
に
つ
い
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
協
力

を
お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、

武
豊
リ
ユ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
常
設
し
、
ご
み
の
減
量
や
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
緑
の
カ
ー

テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
な
ど
、

支
援
を
行
っ
て
き
た
。

Ｑ 

子
ど
も
た
ち
の
指
導
や
教

育
は
。

Ａ 

教
育
部
長 

小
学
校
高
学
年

は
、
地
球
環
境
の
仕
組
み
を
通

し
て
環
境
全
般
を
、
中
学
校
で

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
影
響
を

学
ん
で
い
る
。

Ｑ 

第
３
次
計
画
が
今
年
度
で

終
了
す
る
が
。

Ａ 

生
活
経
済
部
長  

「
あ
い
ち

地
球
温
暖
化
防
止
戦
略
２
０
３
０
」

を
参
考
に
、
よ
り
実
現
可
能
で

実
効
性
の
あ
る
第
４
次
計
画
の

策
定
を
検
討
す
る
。

体
制
強
化
を
図
っ
て
い
る

Ｑ 

法
改
正
に
よ
る
町
の
具
体

的
な
役
割
は
。

Ａ 
健
康
福
祉
部
長 

比
較
的
軽

微
な
案
件
に
つ
い
て
、
児
童
相

談
所
か
ら
町
へ
送
致
す
る
規
定

が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
、
よ

り
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

Ｑ 

専
門
職
の
増
員
を
踏
ま
え

た
体
制
強
化
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

早
期
発
見
・

早
期
対
応
の
み
な
ら
ず
、
発
生

予
防
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

う
た
め
に
、
保
育
士
経
験
者
で

あ
る
再
任
用
職
員
を
配
置
し
、

体
制
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

Ｑ 

今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
の
か
。

Ａ 

町
長 

保
護
施
設
へ
の
入
所

措
置
を
解
除
し
た
後
に
、
深
刻

な
虐
待
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
母
子
分
離

状
態
に
あ
る
親
子
が
再
統
合
す

る
際
の
親
子
関
係
の
構
築
支
援

に
つ
い
て
、
施
設
、
里
親
、
児

童
相
談
所
な
ど
の
関
係
機
関
が

連
携
し
て
支
援
で
き
る
よ
う
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ 

今
後
の
課
題
は
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

各
関
係
部

署
の
虐
待
の
早
期
発
見
に
関
す

る
意
識
向
上
と
、
対
応
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
が
重
要
。
ま
た
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
通
じ
、
予

防
・
早
期
発
見
に
視
点
を
置
い

た
体
制
の
構
築
が
課
題
と
な
る
。

Ｑ.

Ｑ.

Ａ.

Ａ.

森田 義弘 議員

鈴木 一也 議員

児童虐待防止についての対策は

地球温暖化防止対策は

関係機関が連携し支援していく

平成１６年度から実行計画を実施

個人質問町政を問う！

▲ 環境省が貸出しする
環境啓発アニメ

▲ 児童相談所全国共通ダイヤル
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本
町
に
は
、
梨
子
ノ
木
東
・

石
曽
根
・
小
桜
地
区
に
建
ぺ
い

率
30
％
、
容
積
率
50
％
の
厳
し

い
建
築
制
限
の
か
か
っ
た
地
域

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
30
〜
40
年

前
に
将
来
の
区
画
整
理
事
業
を

予
定
し
て
、
事
業
推
進
の
た
め

に
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
諸
々
の
事
情
に
よ
り
実

行
で
き
な
い
ま
ま
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

Ｑ 

建
物
の
建
て
替
え
時
期
が

来
て
い
る
の
に
、
制
限
の
た
め

に
建
て
替
え
で
き
な
い
、
耐
震

化
が
で
き
な
い
と
い
う
意
見
と

同
時
に
、
用
途
地
域
の
変
更
は

望
ま
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

今
回
の
説
明
会
で
の
意
見
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
ど
う
い
う
も

の
が
あ
っ
た
の
か
。

Ａ 

都
市
計
画
課
長 

区
画
整
理
事
業

の
意
見
が
多
く
、

減
歩
率
な
ど
の

具
体
的
な
事
柄

の
ほ
か
、
区
画

整
理
事
業
に
反

対
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
。

Ｑ 

ど
の
よ
う
な
説
明
を
さ
れ

た
の
か
。

Ａ 

都
市
計
画
課
長 

県
か
ら
の

新
た
な
基
準
緩
和
で
あ
る
、
区

画
整
理
事
業
以
外
の
暫
定
用
途

解
除
方
法
を
中
心
に
説
明
し
た
。

Ｑ 

暫
定
用
途
の
解
除
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待

さ
れ
る
の
か
。

Ａ 

建
設
部
長 

建
築
物
の
建
て

替
え
や
耐
震
化
が
促
進
さ
れ
、

民
間
に
よ
る
宅
地
開
発
や
セ
ッ

ト
バ
ッ
ク
に
よ
る
道
路
拡
幅
が

進
み
、
居
住
環
境
の
向
上
や
良

好
な
街
づ
く
り
を
期
待
し
て
い

る
。

　

現
在
の
補
助
教
材
・
副
教
材

の
中
に
は
、
全
く
使
用
さ
れ
て

い
な
い
、
ま
た
は
、
ほ
と
ん
ど

使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
目

に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
教
員
の
多
忙
化
解
消

プ
ラ
ン
」
の
観
点
か
ら
も
、
多

様
な
教
材
に
対
し
て
精
査
が
必

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｑ 

地
域
性
の
高
い
教
材
に
つ

い
て
研
修
、
勉
強
会
な
ど
は
行

わ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

教
育
部
長 

編
集
な
ど
に
携

わ
っ
て
い
る
教
員
に
つ
い
て
は

勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

教
材
を
扱
う
教
員
を
対
象
と
し

た
研
修
、
勉
強
会
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

Ｑ 

知
多
地
域
で
作
ら
れ
て
い

る
教
材
に
つ
い
て
、
授
業
で
使

い
や
す
い
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル

化
は
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

教
育
部
長 

作
業
、
予
算
な

ど
急
に
は
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

将
来
的
に
は
進
め
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

伝
統
的
な
「
若
あ
ゆ
日

記
」
の
よ
う
な
補
助
教
材
も
、

教
員
多
忙
化
解
消
な
ど
も
考
え
、

使
用
方
法
な
ど
見
直
す
時
期
に

来
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
。

Ａ 

教
育
長 

歴
史
的
な
素
晴

ら
し
い
も
の
な
の
で
な
く
す
と

い
う
の
で
は
な
く
、
目
的
を
忘

れ
ず
、
あ
る
か
ら
書
く
の
で
は

な
く
、
有
益
だ
か
ら
使
用
し
て

い
る
と
信
じ
て
い
る
。

Ｑ 

絶
対
に
必
要
な
教
材
に
つ

い
て
は
、
一
括
購
入
な
ど
保
護

者
負
担
を
減
ら
せ
ま
せ
ん
か
。

Ａ 

教
育
長 

今
回
私
的
購
入

品
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
、

算
数
セ
ッ
ト
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
に
つ
い
て
は
今
年
度
、
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

Ｑ.

Ｑ.

Ａ.

Ａ.

本村　強 議員

櫻井 雅美 議員

３地区の制限解除はいつごろか

教材の適正な使用について確認は

１～２年後を目標にする

教育委員会としては行っていない

個人質問 町政を問う！

▲ 都市計画図 
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ヒ
ア
リ
の
発
見
報
告
な
し

Ｑ 

武
豊
町
に
は
ど
の
よ
う
な

危
険
生
物
が
生
息
し
て
い
る
か
。

Ａ 

生
活
経
済
部
長 

ス
ズ
メ
バ

チ
や
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
な
ど
の
ハ

チ
類
、
マ
ム
シ
な
ど
の
ヘ
ビ
類
、

有
毒
な
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
生

息
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ヒ
ア
リ
に
つ
い
て
は
、
発
見
の

報
告
は
な
い
。

武
豊
町
で
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

を
駆
除

Ｑ 

危
険
生
物
に
対

す
る
事
故
予
防
は
。

Ａ 

町
長 

ハ
チ
類
や

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

つ
い
て
は
、
武
豊
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
注
意
喚
起
し
て
い

る
。

　

し
か
し
、
攻
撃
的

で
危
険
性
の
高
い
ス

ズ
メ
バ
チ
に
つ
い
て

は
、
全
国
で
刺
さ
れ

る
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。

　

そ
の
た
め
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の

巣
の
駆
除
に
つ
い
て
は
、
他
市

町
の
事
例
を
調
査
し
、
被
害
や

事
故
を
予
防
で
き
る
対
策
を
前

向
き
に
検
討
す
る
。

充
実
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

Ｑ 

武
豊
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
直
す
考
え
は
。

Ａ 

環
境
課
長 

国
や
県
、
他
市

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に

し
て
、
分
か
り
や
す
く
内
容
も

充
実
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
な

る
よ
う
に
検
討
す
る
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を

Ｑ 

町
内
に
設
置
、
計
画
さ
れ

て
い
る
太
陽
光
発
電
・
風
力
発

電
施
設
件
数
は
、
何
件
あ
り
ま

す
か
。

Ａ 
建
設
部
長 

再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
小
型
発
電
の
内
、
町
内
で

は
、
風
力
発
電
０
件
、
太
陽
光

発
電
59
件
で
あ
る
。

Ｑ 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
統

計
で
は
、
10 

kW
未
満
５
４
９
件
、

10 

kW
以
上
５
５
５
件
、
こ
の
内

20 

kW
以
上
の
設
備
が
１
６
７
件

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
件
数
に
つ
い
て
把
握
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

産
業
課
長 

届
け
出
さ
れ
た
も

の
以
外
は
把
握
し
て
い
な
い
。

Ｑ 

各
地
で
作
ら
れ
て
い
る
指

導
要
綱
、
条
例
を
見
ま
す
と
、

電
波
障
害
、
騒
音
、
振
動
、
低

周
波
、
反
射
光
、
住
宅
と
の
距

離
な
ど
個
別
的
な
点
と
自
然
景

観
、
生
活
環
境
を
守
る
、
地
元

自
治
会
と
の
良
好
な
関
係
を
保

つ
な
ど
、
全
体
的
な
点
を
取
り

入
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
健
康
被
害
、
住
環
境

被
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
、

指
導
要
綱
、
条
例
の
改
正
、
制

定
を
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 

町
長 

現
時
点
で
は
、
太
陽

光
発
電
や
風
力
発
電
事
業
そ
の

も
の
を
対
象
と
す
る
土
地
開
発

指
導
要
綱
の
改
正
や
新
た
な
制

定
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
は
住
民

の
安
全
・
安
心
、
環
境
保
全
、

景
観
形
成
の
観
点
か
ら
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
設
け
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。

　

今
後
、
国
や
県
の
動
向
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
先
進
市
町

の
事
例
や
近
隣
市
町
の
動
向
を

参
考
に
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

Ｑ.

Ｑ.

Ａ.

Ａ.

梶田　進 議員

青木 宏和 議員

指導要綱・条例の制定・改正を

スズメバチの巣の駆除は

先進例、近隣市町の動向を見て

武豊町の費用負担で駆除を検討

個人質問町政を問う！

▲ 町内で見つけたスズメバチの巣

▲ 町内で見られる太陽光発電設備
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学
校
安
全
ネ
ッ
ト
の
訓
練

内
容
と
対
応
は

　
　
　
　
　

Ｑ 

学
校
安
全
ネ
ッ
ト
の
訓
練

内
容
と
武
豊
町
の
対
応
は
。

Ａ 
教
育
部
長 

訓
練
情
報
を
受

信
し
た
後
、
各
小
中
学
校
・
防

災
交
通
課
・
保
育
園
所
管
の
子

育
て
支
援
課
お
よ
び
隣
接
自
治

体
な
ど
へ
配
信
し
連
携
を
図
っ

た
。
ま
た
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
、
学
校
保
護
者

な
ら
び
に
今
回
初
め
て
一
般
住

民
に
も
メ
ー
ル
配
信
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｑ 

メ
ー
ル
登
録
者
数
は
。

Ａ 

防
災
交
通
課
長 

学
校
保
護

者
が
３
０
８
２
件
、
防
犯
情
報

が
３
０
７
８
件
あ
る
。

各
小
学
校
の
安
全
マ
ッ
プ

Ｑ 

各
小
学
校
の
安
全
マ
ッ
プ

の
改
訂
内
容
と
活
用
状
況
は
。

Ａ 

町
長 

サ
イ
ズ
を
A
3
に
、

地
図
の
形
式
マ
ー
ク
な
ど
を
統

一
し
た
。

　
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

と
、
安
全
確
保
が
行
え
る
「
子

ど
も
か
け
こ
み
１
１
０
番
の

家
」
や
、
過
去
に
不
審
者
が
出

た
場
所
も
一
目
で
わ
か
る
よ
う

に
表
記
し
た
。

　

ま
た
、
地
図
上
に
自
宅
を
記

入
し
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
や

避
難
場
所
の
確
認
を
各
家
庭
で

行
え
る
よ
う
に
し
た
。

Ｑ 
協
力
し
て
い
た
だ
く
家
庭

や
事
業
所
、
ま
た
見
守
り
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
対
応
は
。

Ａ 

学
校
教
育
課
指
導
主
事

　

今
後
、
安
全
マ
ッ
プ
の
配
布

と
同
時
に
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
へ
の
登
録
も
お
願
い
す
る
。

Ｑ.
Ａ.

青木 信哉 議員

通学路の安全のため、情報発信を
保護者と住民の情報共有を図る

個人質問 町政を問う！

Q&Aその後どうなった？そういえばあの答弁どうなったのかな

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
受
動
喫
煙

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
愛

知
県
は
公
立
学
校
全
体
に
敷
地

内
全
面
禁
煙
措
置
を
求
め
て
い

ま
し
た
。

Ｑ 

愛
知
県
内
の
公
立
小
中
学

校
の
８
割
が
す
で
に
敷
地
内
全

面
禁
煙
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

武
豊
町
と
し
て
は
今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ 

社
会
の
動
態
と
し
て
は
そ

の
よ
う
な
方
向
に
向
か
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
一
定

期
間
を
置
く
中
で
早
急
に
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
平
成
28
年
12
月
議
会
）

そ
の
後

　

平
成
30
年
4
月
よ
り
町
内
小

中
学
校
で
敷
地
内
全
面
禁
煙
と

な
り
ま
し
た
。

※
Ｑ
＆
Ａ
と
は
別
で
す
が
…

　

武
豊
町
と
フ
ァ
イ
ザ
ー
株
式

会
社
は
、『
世
界
禁
煙
デ
ー
』

の
５
月
31
日
、
禁
煙
支
援
や
受

動
喫
煙
防
止
な
ど
、
健
康
づ
く

り
の
推
進
を
目
的
と
し
た
次
の

協
定
を
結
び
ま
し
た
！

【
協
定
名
】

『
武
豊
町
と
フ
ァ
イ
ザ
ー
株
式

会
社
と
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
向
け
た
包
括
的
事
業
連
携
に

関
す
る
協
定
』

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
株
式
会
社
と
の

禁
煙
支
援
に
関
す
る
協
定
締
結

と
し
て
は
、
全
国
で
13
番
目
、

中
部
圏
で
は
初
の
こ
と
で
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら

町
内
小
中
学
校
4
月
よ
り

　

敷
地
内
全
面
禁
煙
に
！

▲ 掲示されている看板


